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参加費：大人 300 円（協会会員 200 円）、小中学生 200 円（同 100 円） 

小雤実施 

集合：10：00 南海電車樽井駅改札前 

解散：14：00 頃 現地 

定員：40 名メール先着順 

講師：田中正視さん 

持ち物：弁当、水筒、濡れてもいい運動靴（サンダル不可）、着替え（あれば好都合）、帽子 

申込み：参加者全員の（１）名前（２）フリガナ（３）年齢（４）住所（５）電話番号を記入し、

メールで申込み  umi@nature.or.jp  折り返し参加可否を連絡します 

申込期限：5 月 11 日まで（先着順） 

問合せ：保全協会内「5 月 19 日海の観察会」係 06-6242-8720 

☆潮がひいたら現れる生き物の楽園をのぞきに行こう。シオマネキも待ってるよ！ 

 

【沖縄】 

●ジュゴンの海を学ぼう！遊ぼう！きれいにしよう！ 

日時：２０１２年５月２０日（土）午前９時半〜午後１時半 

場所：沖縄県名護市嘉陽海岸 松浜荘駐車場 集合 

対象：親子及び一般、（中学生以下は保護者同伴） 

募集：３０名（要予約) 

費用：保険料等 ２００円（原発避難の親子については無料） 

持ち物：昼食、飲料水、帽子、日焼け止め、水着と着替え、軍手、マリンシューズまたは

濡れていい運動クツ（島ゾウリは不可） ※ 箱メガネ、シュノーケル用具はこちらでも準

備しますが、数に限りがありますので、お持ちの方はご持参下さい。 

内容：海の哺乳類ジュゴンがどんな環境で生きているのかを楽しい布絵の「あーまんシア

ター」とジュゴン・クイズで学んだ後、ジュゴンの餌である海草を観察し、ジュゴンが食

べた跡を探します。最後に、ジュゴンの棲む海辺がいつまでもきれいであるようにビーチ・

クリーンをします。 

为催：北限のジュゴン調査チーム・ザン 

問い合わせ：携帯電話：090-8032-2564（鈴木）Ｅメール：n-hokugen.19@kjd.biglobe.ne.jp  
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ウリクラゲ クラゲを食らうクラゲ 

 

京都大学瀬戸臨海実験所の北浜に稀に打ち上がるクラゲの一つがウリクラゲだ。冬季

に遭遇できる。体長８ｃｍほどの個体が砂まみれで転がっている。白浜町の瀬戸漁港でも

体長 10ｃｍほどの大きなウリクラゲが見られるが、ここでも稀尐だ。 

ウリクラゲはメロンのネットの特徴がある。体中を巡る栄養輸送用の管が複雑に分岐

している。画像の赤いきざきざの箇所だ。ウリクラゲは鉢クラゲほどは大きな体にはなら

ないが、多岐に分岐した水管を体に張り巡らしているのが両者の共通の特徴である。複雑

な体なのだが、体が傷んでも元の体にもどれる強い再生力がある。 

ウリクラゲはまったく触手をもっていない。一生涯、触手はない。クシクラゲ類の無

触手類に属する。１対の触手が生涯、あるいは生涯の一時期だけもつことがある有触手綱

と異なり、ウリクラゲはしっかりした体をしている。薬品固定も容易で、その後もとても

長持ちする標本として学生実習などでも見せている。瀬戸臨海実験所の歴代スタッフがも

う数十年以上も前に田辺湾から採集した標本は、今でも学生達に観察されられる状態のま

まだ。 

  なんといっても、生きている時のウリクラゲは美しい。クシクラゲ類のトレ－ドマ－

クの櫛板を波のようにビートし、光をあびると虹色に輝き、ゆうぜんとゆったりと泳ぐ。

櫛板は繊毛の束なので、こんな運動器官では速力もでない。だが、クラゲ食を発揮できる

ほどの機敏さを秘めている。他のクラゲたちの遊泳力もしれているが、いったん接触した

ら、もう決してのがさない獰猛さをもっている。すばやく体を曲げ、がま口のように口を

開き、ぱくりと飲み込む。口の反対側にあるただ１個の感覚器で櫛板の運動を制御しなが

ら、この貪欲な肉食性のゼラチン質プランクトンは、獲物を求めて海を漂っているおそろ

しいクラゲプレデ－タ－なのだ。画像の右端ががまぐちだ。 

ウリクラゲは日本中どこでも見られ、分布は広い。ウリクラゲも雌雄同体であり、雄

であり雌でもある。これはクシクラゲ類の共通の性質である。それでも自家受精で自分自

身の卵と精子を結合させるのは遺伝学的によくないため一般にやらない。卵は、刺胞動物

のクラゲ類と同様、ハ－ト型卵割をして小さな幼体に成長する。受精膜があがらない性質

も同じである。すなわちモザイク卵である。だから、卵割中の卵をいくつかに切り分ける

と、各部分から誕生する幼体は、親の一部分ずつだ。卵割の初期段階からそれぞれの部分

が将来のどこの部分になるか決まっているからだ。よく知られているウニの卵のように、

いくつにもわけても、それぞれの塊から一人前の幼生がうまれるのと大きな違いである。

卵の時から調整がきかないのだ。 
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図 クラゲを食べるクラゲのウリクラゲの一種 

 

５．事務局便り： 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思わ

れる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご負担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいた

だくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡く

ださい。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物の

観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催を

お手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごいっ

しょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 

●本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座「ゆうちょ銀行 口座番号：

１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金さ

れる場合は、送金の内容について事務局にお知らせ下さい。 

 

６．編集後記 


